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世界的名著『アルゴリズムイントロダクション』第 4版の翻訳総合版！ 

『世界標準MIT教科書 アルゴリズムイントロダクション

第 4版 総合版』 
発行 

 

 インプレスグループで理工学分野の専門書出版事業を手掛ける株式会社近代科学社は、2024 年 12 月 3 日に、『世

界標準MIT教科書 アルゴリズムイントロダクション第4版 総合版』（訳者：浅野 哲夫・岩野 和生・梅尾 博司・小山 透・

山下 雅史・和田 幸一）を発行いたします。 
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【著者】Thomas H. Cormen, Charles E. Leiserson, Ronald L. Rivest and Clifford Stein 
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【訳者】浅野哲夫・岩野和生・梅尾博司・小山透・山下雅史・和田幸一 

【仕様】B5判・上製・1170頁 

【本体価格】18,000円（税込19,800円） 

【ISBN】978-4-7649-0649-5  C3304  

【商品URL】https://www.kindaikagaku.co.jp/book_list/detail/9784764906495/ 

 

●内容紹介 

本書は、全世界で標準的なアルゴリズムの教科書として位置づけられてきた『Introduction to Algorithms』の第

4版の翻訳書です。第4版ではコンピュータサイエンスの第一線を捉えるために、安定結婚問題（2 部グラフで

のマッチング問題）、オンラインアルゴリズム、機械学習などの新しい章や、再帰的漸化式の解法、ハッシュア

ルゴリズムなど、新しい話題を豊富に取り入れています。これまでの版と同様、各節末には多様なレベルの問

題が配置され、学部や大学院の講義用教科書として、また技術系専門家の手引書、あるいは事典としても活用

できます。 

本書は原著の第1～35章、および付録A～Dまでの完訳総合版。巻末の索引も和（英）‐英（和）という構成

で、「数理用語辞典」としての価値も発揮しています。 

 

https://www.kindaikagaku.co.jp/
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【株式会社 近代科学社】 https://www.kindaikagaku.co.jp 
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